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ＭＡ 5.3×1０２ 6.4×1０－３ 0.53
ＰＩ 1.4×1０３ 8.1×1０－３ 0.67




































































－し → → → → → ↓
↑ → －， -， → ↓ ↓
↑ ↑ → → ↓ ↓ ↓
↑ ↑ ＋ ↓ ↓ ↓ ↓
↑ ↑ ↑ q－ ↓ ↓ ↓
↑ ↑ ← ← ← ↓ ↓
↑ ← ← ← ← ← ８０
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↑ ← ← §、
第７章では，総合的な検証として，組立作業の代
表的タスクであるペグ・イン・ホールで想定される
2つの問題に，第３章から第６章で提案した方法を
組合せて適用する．まず，ホールに残っていた想定
外のバリに対し，遷移確率の変化を捉えるために適
切な再サンプリングの終了条件を得る．この変化に
対し，僅か2.7[msec]で正確にＱ値を再計算し，適
応的に行動を変更できることを確認する．また,Ｑ
学習に対して，第３章の方法により6.3倍，第６章
の方法と組合せることにより116倍の学習の加速効
果が得られる．
第８章を本論文の結論とする．
学位論文審査結果の要旨
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